
令和７年６月１３日 

各市町村教育委員会 様 

各 小 中 学 校 長   様  

三河教育研究会会長  夏目 貴司 

同研究会国語部会長  中嶋 孝佳 

   

文詩集「みかわの子」（第６４号）の原稿募集について 

 

 三河の子どもたちの心と姿を映した文詩集『みかわの子』も、皆様方の温かいご協力とご支援により、昨年度までに

６３号を発行することができました。心から感謝いたします。頒布につきましても、多大なご尽力をいただき、厚くお

礼申し上げます。 

 さて、本年度も昨年度に続いて、文詩集『みかわの子』第６４号を発行し、いっそう教育効果を上げたいと念願して

おります。 

 つきましては、下記のように、作文と詩を募集いたしますので、よろしくお願い申しあげます。 

 

募 集 要 項 

 

１ 趣   旨  文詩集発行を通して、三河作文教育の振興を図り、国語教育を推進する。 

２ テ ー マ  「自分やまわりの生活を見つめよう」 

３ 方   針  (１) 作文教育を振興させるのに適した、質のよい作品であること。 

         (２) 「なに」を「どう」書くかにいっそう役立つ作品であること。 

４ 作品の内容  (１) 未来に向かって伸びていく子どもの豊かな夢や、書きたいことが読む人に分かるように書かれて

いる作文や詩。 

         (２) 学校や家庭の生活などで、見たり、聞いたり、行ったりして感動したこと、考えたことなどを詳

しく見つめて書いた作文や詩。 

         (３) 興味をもって調べたり、観察したりしたことを、図表やグラフ、絵などを使って、科学的な目で

見つめて書いた作文。 

５ 作品の種類  作文〈生活文、説明文（記録・観察・意見・報告なども含む）〉・詩 

６ 指導上の留意点 

(1)  小学校低学年 

・見たこと、聞いたこと、したこと、心に浮かんだことなどを素直にのびのびと書く。 

・先生や友だちや家の人に話すように、自分のことばで書く。 

(2)  小学校中学年 

・見たこと、聞いたこと、したこと、感じたこと、考えたことなどをありのままに書く。 

・本当に書きたいことを、読む人に分かるように書く。 

(3)  小学校高学年 

・学校や家庭・地域の生活などをよく見つめ、その中から価値のある題材を見つけて書く。 

・対象を自分の目でとらえ直し、感動したことを取り上げ、読む人の心をうつように書く。 

(4)  中 学 生  

・自己およびまわりの対象をよく見つめ、真実であるもの、感動的なものを求め、それらを深く掘り下げていこうとす 

る姿勢で書く。 

・自分の書いたことが、読み手に効果的に伝わるように表現を工夫して書く。 

７ 編集計画 

(1) 作品提出  令和７年９月末日（各地区委員まで） 

(2) 字  数  作文   小学校１年     １、２００字以内 

               ２・３年   １、２００字～１、６００字以内 

                             ４・５・６年 １、６００字～２、４００字以内 

            中学校       ２、４００字～３、２００字以内 

＊各学年とも、題名・氏名を除いた本文の字数とする。 

＊図表やグラフ、絵、写真などは字数に含まないが、多すぎないように注意する。図表は、指導者がパソコン 

で作成して使用してもよい。 

＊図表や写真は、自作、または許可を得たものに限る。データ、または高品質な紙に印刷して提出する。 

(3) 表表紙・カット 

・公募する。 

(4) 表 記 

・清書は児童・生徒の手による。分かち書きをしない。パソコン等で作成したものも可とする。 

  ・小学校１・２年生の氏名は、平仮名で書く。 

  ・不用意な平仮名書き、当て字、流行表現等は正しい表記にする。 

・漢字の使用、会話表記、送り仮名は、該当学年の教科書に準ずる。 

  ・「『みかわの子』表記上の注意」を参照する。 

(5) 作品研究 

・小学校・１～３年、４～６年、中学校でそれぞれ１点。 

(6) その他 

・作品は、必ず自作のものに限る。 

・令和６年１０月から令和７年９月までの作品。（第６３号以降の作品） 

・掲載されなかった作品は、地区別に題名・氏名・学校名を掲載する。 

・発行は、令和８年１月の予定。掲載作品の著作権は、三教研国語部に帰属するものとする。 

・氏名、顔写真、内容の公表については、個人情報保護の観点から適切に対応するものとする。 

 

 

 

 

◇編集委員◇   

部  会  長 中嶋 孝佳（新城・庭野小） 

副 部 会 長 河合由起子（岡崎・三島小） 

常 任 委 員 山口真由美（豊田・堤小） 

岡本 雄太（豊橋・石巻中） 

日比野友紀（豊田・竜神中） 

緒方 涼子（岡崎・竜海中） 

上田 正江（豊橋・二川南小） 

岩川 皓司（岡崎・竜南中） 

委     員 坂口 正法（東三河） 

加藤 一明（新城設楽） 

中川なつ美（西三河） 

杉本  光（西三河） 

白井 健太（東三河） 

戸田 実来（西三河） 

朏 衣里子（西三河） 

萩野  綾（豊田みよし） 

藤原 将吾（東三河） 

石川英里奈（西三河） 

東中野 遥（西三河） 

 

事 務 局 光山 寛人（附小） 

有田 弘樹（附中） 

川村 大樹（附中） 

永田 光輝（附小） 

早川さやか（附中） 

倉田  舞（附特） 

鎭目 健二（附小） 

金丸 高久（附中） 

金田 茂己（附特） 


